
産
業
立
地
施
策
の

促
進
図
れ
（
平
田
）

問

「
日
本
一
の
産
業
集
積
と

い
う
財
産
を
、
失
く
し
て
か
ら

わ
か
っ
た
」
で
は
遅
す
ぎ
る
。

将
来
と
も
に
モ
ノ
づ
く
り
の
先

端
を
走
る
東
大
阪
と
す
る
た
め

産
業
立
地
策
に
取
り
組
む
べ
き

で
は
な
い
か
。

経
済
部
長

産
業
立
地
促
進
策

の
要
件
緩
和
に
つ
い
て
は
、
住

工
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
施
策
検

討
・
推
進
委
員
会
で
年
度
早
々

に
検
討
す
る
。

商
店
街
な
ど
の

に
ぎ
わ
い
を
�
（
平
田
）

問

商
業
施
策
は
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
派
遣
し
、
市
内
商

店
街
の
振
興
を
図
る
こ
と
と
な

っ
た
。
今
後
、
モ
ノ
づ
く
り
企

業
や
住
民
組
織
と
の
連
携
を
図

る
な
ど
の
事
業
を
展
開
す
べ
き

で
あ
る
。
こ
れ
以
上
商
店
街
の

に
ぎ
わ
い
が
失
わ
れ
る
と
「
超

高
齢
社
会
が
成
り
立
た
な
く
な

る
」
と
の
思
い
で
取
り
組
む
べ

き
で
あ
る
。

経
済
部
長

今
後
、
地
域
住
民

や
モ
ノ
づ
く
り
企
業
と
一
体
に

な
っ
た
推
進
体
制
で
、
地
域
の

特
色
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
む
。

公
教
育
の
向
上
を

目
指
し
て
（
平
田
）

問

公
教
育
向
上
の
た
め
に
、

特
別
支
援
教
育
の
充
実
で
学
校

を
支
え
、
学
力
向
上
対
策
を
発

展
さ
せ
、
外
国
語
指
導
講
師
派

遣
で
側
面
支
援
す
る
等
、
市
内

全
校
の
教
育
現
場
支
援
を
厚
く

す
る
こ
と
に
尽
き
る
。
さ
ら
に

き
れ
い
な
教
育
環
境
も
必
要
で

あ
る
。

教
育
長

人
的
支
援
や
教
材
整

備
、
支
援
協
力
員
の
時
間
数
増

加
な
ど
に
も
取
り
組
み
、
教
育

現
場
の
支
援
充
実
に
努
め
る
。

超
高
齢
社
会
へ
の

準
備
を
�
（
平
田
）

問

二
年
後
は
介
護
保
険
制
度

と
医
療
制
度
の
見
直
し
の
年
、

今
後
十
五
年
後
に
は
高
齢
者
が

三
千
五
百
万
人
と
な
る
こ
と
か

ら
、
準
備
を
始
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
の
歴
史
的
な
課
題

に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

福
祉
部
長

在
宅
支
援
を
重
視

し
、
施
設
入
所
が
必
要
な
場
合

で
も
、
身
近
に
利
用
で
き
る
地

域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
な

ど
に
取
り
組
む
。

介
護
保
険
料
問
題
の

解
決
を
�
（
平
田
）

問

取
り
す
ぎ
た
保
険
料
を
市

民
に
一
日
も
早
く
返
す
た
め
、

当
局
の
努
力
を
求
め
る
。
人
に

は
必
ず
ミ
ス
が
あ
る
と
の
認
識

で
、
今
後
絶
対
に
再
発
を
許
さ

ず
、
行
政
の
信
頼
を
取
り
戻
す

た
め
に
も
、
市
の
全
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
再
チ
ェ
ッ
ク
す
べ
き
だ
。

行
政
管
理
部
長

今
後
、
こ
の

よ
う
な
こ
と
の
な
い
様
、
シ
ス

テ
ム
の
検
証
を
各
所
管
課
に
依

頼
し
、改
め
て
確
認
し
て
い
く
。

安
全
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
条
例（
山
�
）

問

府
民
の
治
安
に
対
す
る
意

識
調
査
で
は
、
約
七
十
五
％
が

「
犯
罪
に
遭
う
危
険
を
意
識
し

て
生
活
し
て
い
る
」
と
回
答
し

て
い
る
。
本
市
は
街
頭
犯
罪
が

府
内
で
も
上
位
を
占
め
て
お
り

市
民
が
日
々
犯
罪
に
対
す
る
不

安
を
持
っ
て
生
活
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
今
後

昨
年
制
定
し
た
「
安
全
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
を
ど

う
具
体
化
さ
せ
て
い
く
の
か
。

市
長

市
民
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
を
つ
く
り
あ
げ
る
た

め
に
は
、
地
域
の
安
全
対
策
を

充
実
し
、
市
民
に
犯
罪
の
な
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
意
識
を

持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要

不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
る
。
キ

ー
ワ
ー
ド
と
な
る
「
地
域
力
」

に
つ
い
て
は
、
基
本
条
例
に
う

た
っ
て
お
り
、
そ
の
理
念
を
踏

ま
え
た
啓
発
を
中
心
と
す
る
施

策
、
事
業
を
実
施
し
て
い
く
。

四
月
に
は
市
独
自
の
「
安
全
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
週
間
」
を
制

定
し
、
市
民
に
協
力
を
お
願
い

し
な
が
ら
啓
発
に
努
め
る
。

都
市
公
園
の

安
全
安
心
対
策
（
山
�
）

問

平
成
二
十
一
年
度
か
ら
二

ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満
の
公
園
に
つ

い
て
も
安
全
安
心
対
策
の
た
め

施
設
整
備
を
一
定
の
計
画
に
基

づ
き
支
援
し
、
五
ヶ
年
計
画
と

な
っ
て
い
る
「
都
市
安
全
安
心

緊
急
総
合
支
援
事
業
」
を
市
民

の
憩
い
の
場
で
あ
る
都
市
公
園

で
新
た
な
助
成
制
度
を
ど
の
よ

う
に
計
画
し
活
用
す
る
の
か
。

土
木
部
長

子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
誰
も
が
安
全
で
安
心
し

て
利
用
で
き
る
よ
う
、
都
市
公

園
に
お
け
る
総
合
的
な
安
全
安

心
対
策
事
業
を
緊
急
か
つ
計
画

的
に
実
施
す
る
。
平
成
二
十
二

年
度
は
三
公
園
の
整
備
を
予
定

し
て
い
る
。

子
ど
も
読
書
活
動

推
進
計
画
の
策
定（
東
口
）

問

国
に
お
い
て
平
成
十
三
年

「
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
基
本

法
」
が
制
定
さ
れ
、
各
自
治
体

が
「
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計

画
」
を
策
定
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
し
か
し
、
本
市
で
は
未
だ

策
定
さ
れ
て
い
な
い
。
読
書
活

動
の
柱
と
な
る
推
進
計
画
を
平

成
二
十
二
年
度
内
に
ぜ
ひ
と
も

策
定
す
べ
き
で
あ
る
。
当
局
の

見
解
を
示
せ
。

教
育
次
長

大
阪
府
下
で
は
三

分
の
二
の
自
治
体
が
策
定
も
し

く
は
実
施
し
て
い
る
状
況
の
も

と
「
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計

画
」
策
定
事
業
を
早
急
に
検
討

し
、
平
成
二
十
二
年
度
中
に
は

成
案
を
作
成
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。認

知
症
に
対
す
る

普
及
・
啓
発
事
業（
東
口
）

問

現
在
全
国
で
認
知
症
と
診

断
さ
れ
て
い
る
人
が
二
百
五
万

人
で
、
二
〇
三
五
年
に
は
二
倍

以
上
の
四
百
五
十
万
人
と
推
計

さ
れ
て
い
る
。
認
知
症
の
啓
発

事
業
に
は
、
症
状
の
判
断
基
準

な
ど
の
情
報
提
供
等
、
専
門
的

な
保
健
面
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
も

不
可
欠
で
、
保
健
所
と
の
連
携

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
当

局
の
考
え
を
示
せ
。

健
康
福
祉
局
長

今
後
、
認
知

症
に
つ
い
て
の
啓
発
を
は
じ
め

効
率
的
に
推
進
し
て
い
く
た
め

に
、
保
健
、
福
祉
両
方
の
専
門

性
を
活
か
せ
る
よ
う
、
関
係
課

合
同
の
会
議
等
の
設
置
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
く
。安全安心なまちづくりを目指し、市民

啓発と事業に力を入れていきます。

公

明

党

代
表
質
問

個
人
質
問

平
田

正
造

東
口
ま
ち
子

個
人
質
問

山
�

毅
海

三
面
か
ら
七
面
の
会
派
の
主

張
の
内
容
は
各
会
派
が
責
任

を
も
っ
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主
張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張
（
本
会
議
の

質
問
な
ど

）

市
内
経
済
活
性
化
に
総
力
を
挙
げ
よ
�

安
全
対
策
の
充
実
で
犯
罪
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
�

平成２２年５月１日東 大 阪 市 議 会 だ よ り第１６５号（３）


